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概要

情報がなぜ必要なのか 情報の明確化(PICO)

PICO

検索式の作成、文献検索演習 翻訳機能の紹介

どのような患者に Patient

どのような評価、治療をしたら Intervention

何と比較して Comparison

どのような結果になるか Outcome



補足資料

https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/ http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/



Evidence-Based Medicine

ただ研究によって明らかにされたエビデン
スだけではなく、医療者の専門的知見や技
術、患者の価値感への配慮、臨床状況(も
ちうる設備など)や患者自身の状況(文化や
経済状況など)を考慮して行うもの

医療者の
臨床経験

エビデンス

患者の病状
と周囲を取
り巻く環境

患者の希望
と価値

根拠(または証拠)に基づく医療

EBMはエビデンスに基づいて行われる
医療であり、経験はEBMに含まれない

誤解

中山 健夫. PT・OT・STのための診療ガイドライン活用法



医療者における意思決定（治療中における意思決定）

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/illustration/01/01.html

治療中では、自分の経験や知っている情報のな
かで考察しやすい

主観的になりやすい

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/illustration/01/01.html


医療者における意思決定（治療時間外における意思決定）

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/illustration/05/01.html

自分の知らなかった情報、あるいは新しい知見
を調べることで治療中の評価が適切なのかを判
断することができる。

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/illustration/05/01.html


Level of Evidence(エビデンスの種類)

理学療法ガイドライン-推奨グレードの決定およびエビデンスレベルの分類

EX:
脳卒中患者
の8割ほどの
患者に対す
るリハビリ

EX:ある患者さ
んに役立つ情報

http://www.japanpt.or.jp/upload/jspt/obj/files/guideline/12_apoplexy.pdf

http://www.japanpt.or.jp/upload/jspt/obj/files/guideline/12_apoplexy.pdf


症例報告における解釈

• エビデンスレベルが低いから無意味ということではない

• 目の前の対象者と比較して

・症例の疾患、特徴

・介入、アウトカムが何か

・結果が妥当か

対象者に適応できるかを吟味することが必要

中山 健夫. PT・OT・STのための診療ガイドライン活用法



PICO

Patient どのような患者に

(40代の脳卒中左片麻痺患者)

Intervention どのような評価、治療をしたら

(ステッピング練習や荷重練習を
中心とした課題指向型練習)

Comparison 何と比較して

(トレッドミル歩行練習)

Outcome どのような結果になるか

(歩行速度改善)



エビデンスを検索するには

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/evidence/

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/evidence/


Google Scholar ,Pubmed 概要

• Google Scholor

web検索サイトのGoogleの拡張機能の1つで、日本語での学術論文の検索が可能です。

日本の文献が非常に多く登録されています。

分野や発行元を問わず、国内外の学術出版社、専門学会、プレプリント管理機関、大学、

およびその他の学術団体の学術専門誌、論文、書籍、要約、記事を検索できる検索エン

ジンで、資料によっては無料で全文を閲覧できるサイトにリンクしている場合も多く、

重宝します。

• Pubmed

世界約70カ国、約5,000誌以上の文献を検索できる医学・生物学文献データベースです。インター
ネット上において随時無料で利用できます。

EBPTチュートリアル エビデンスを検索するには
http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/evidence/

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/evidence/


Google検索式のルール



検索式のイメージ
主観的：枚方で星ヶ丘医療センターが有名であろう…

6ページ目に
やっと…



Google検索式-OR検索

脳卒中 予後予測

20600件



Google検索式-AND検索

脳卒中 予後予測

6220件



Google検索式-NOT検索

脳卒中
＋

予後予測

学会抄録

6220件➡5450件



Intitle:〇〇によるタイトル検索で絞り込む

6220件➡5450件➡121件

脳卒中
＋

予後予測
＋

タイトル：歩行

学
会
抄
録



Google検索式-まとめ-

• Googleは記事タイプの指定ができない

査読論文,学位論文,書籍,学術抄録,テクニカルレポートetc…

• -”Supplement” -”抄録集” -”大会誌”でNOT検索すること
により論文を抽出可能に！

• Intitle:〇〇での検索式で絞り込みが可能に！



Google Scholarの便利機能

引用フォーマット

保存 後で読みたい論文リストとして保存できる



Google Scholarの便利機能

この論文を後に引用
した論文が検索可

Google Scholarが自動で関連して
いると判断した記事が出てきます

フリーのPDF
データ



論文のアラート機能

アラートするための検索式

検索結果が更新されるとメールが自動で届くようになります！



ちょっとしたコツ

• 日本語の場合は、介入研究に絞るために『効果・影響・・』の語
があると効率的

• 英語は検索オプションで介入研究の設定が可能なので
rehabilitation,physical therapy,physiotherapy,therapy,trial

用いるかは検討が必要

※入れると検索を絞りやすいが重要な論文を省いてしまう可能性が
高くなる



PICOの設定

PICO クリニカル
クエスチョン

日本語での
キーワード

英語での
キーワード

Ｐ 脳卒中患者 脳卒中
脳血管 片麻痺

Stroke
Cerebrovascular disease

hemiplegia

I 歩行に対するリハビリ 歩行
運動

Walk
Gait
Motor

O 感覚への影響 感覚
影響 効果

Sensory 
Sensation

Sense
Effect Influence impact



PICOの設定

PICO クリニカル
クエスチョン

日本語での
キーワード

英語での
キーワード

Ｐ 脳卒中患者 脳卒中
脳血管 片麻痺

Stroke
Cerebrovascular disease

hemiplegia

I 歩行に対するリハビリ 歩行
運動

Walk
Gait
Motor

O 感覚への影響 感覚
影響 効果

Sensory 
Sensation

Sense
Effect Influence impact

歩行に対するリハビリ⇒感覚?

【情報の整理が明確化できていない】

アウトカムの立て方が
おかしい



PICOの設定

PICO クリニカル
クエスチョン

日本語での
キーワード

英語での
キーワード

Ｐ 脳卒中患者 脳卒中
脳血管 片麻痺

Stroke
Cerebrovascular disease

hemiplegia

I 電気刺激を用いた介入 電気刺激
リハビリ
理学療法

Electrical stimulation
Rehabilitation 

therapy 

O 歩行機能への効果 歩行 運動 効果 影響
試験

Gait walk 
Effect Influence impact

電気刺激に対するリハビリ⇒歩行機能への効果〇



Google Scholor→PubMed

検索式

【Google Scholor】

(脳卒中 OR 脳血管 OR 片麻痺) (intitle:電気刺激) (リハビリ OR 理学療
法) (intitle:歩行) (intitle:効果 OR intitle:影響) -”Supplement” -
”抄録集” -”大会誌”

【PubMed】

(stroke OR “cerebrovascular disease” OR hemiplegia) AND 
(“electrical stimulation” ) AND (gait OR walk)

※-”Supplement” -”抄録集” -”大会誌”➡PubMedではこれらは対象外





ここに検索式を入力する



脳卒中患者・電気刺激・歩行に関する情報

380件





MeSHとは

https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/text.html

https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/text.html


MeSHの検索

Physical therapyでの
検索語は12件もあり、
漏れなく検索したいと
きは有用であるが、特
定の論文を見つけるこ
とには不向き



All Fieldsとは

• 全範囲から検索するという意味→論文数が多くなってしまう

Title Absttact Introduction Data and Methods Results Discussion 

Conclusion(s)/summary

• Title/Abstractから検索すれば重要な論文を検出可能に！

[tiab] タグ



[tiab] タグを使用した検索式に変更

(stroke OR “cerebrovascular disease” OR hemiplegia) AND 
(“electrical stimulation” ) AND (gait OR walk)

(stroke[tiab] OR “cerebrovascular disease”[tiab] OR 
hemiplegia[tiab]) AND (“electrical stimulation”[tiab] ) AND (gait 
OR walk[tiab])



文献数の推移
がわかる



記事タイプで絞る

GuidelineとPractice Guidelineに絞る
➡1件

システマティックレビューとメタアナリシスに絞る
右21件

RCT(ランダム化比較対照試験)に絞る
➡47件

RCT＋Controlled Clinical Trial＋Clinical Trialに絞る
➡65件

Case Reportsに絞る
➡25件

Clinical Study＋Observational Study＋Comparative Studyに絞る
➡74件

エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル

高

低



ここ5年に絞る(システマティックレビュー・メタアナリシス)

11件



脳卒中後の下肢機能障害に対するサイクリング単独と機能的電気
刺激サイクリングの効果：メタ分析による系統的レビュー



検索語をタイトルに含んでいる論文の抽出



Google Scholorとの合わせ技



PubMed Clinical Queries

「Clinical Queries」とは、主に臨床医学領域の文献検索における利用を想定した検索機能であり、研究デ
ザインに着目したキーワードを自動的に付与して検索を行うことができます。

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/evidence/pubmed/03.html

http://jspt.japanpt.or.jp/ebpt/evidence/pubmed/03.html


PubMed Clinical Queries

研究デザイン
感度(Broad:広く漏れなく・Narrow:絞って)

臨床介入研究 システマティックレビュー 遺伝学



アラート機能



アラート機能



アラート機能



手順

Google chromeで検索

インストール後にストアで
アドインを検索して追加



アドイン

Google scholor Google翻訳 Mouse Dictionary

文献検索エンジン 翻訳ツール 翻訳ツール



Google翻訳



Google翻訳

ページのURLをコピー

Google翻訳にペースト 翻訳されたURLをクリック



Google翻訳

1文ずつ翻訳結果と原文を比較しながら閲覧



Mouse Dictionary



Mouse Dictionary



Mouse Dictionary



Mouse Dictionary









PDFの翻訳



PDFの翻訳



PDFの翻訳



Deep L



Deep L

アプリもあります



まとめ

• 臨床で得られた疑問をPICOとして情報の整理を行う

• 検索式(NOT,tiabなど)を使用しながらなるべく必要な文献を抽
出できるようにする

(stroke[tiab] OR “cerebrovascular disease”[tiab] OR hemiplegia[tiab]) 
AND (“electrical stimulation”[tiab] ) AND (gait OR walk[tiab])

• 英語の壁を減らすために、翻訳機能を使用する


